
   　

　 日高プレゼン

　　　　　　　　　　　　　　　
　。
　日本に来て難民認定を受けようとしても、その認定・
不認定の審査が厳しかったり、曖昧だったりするため、
移住先としての日本はあまり人気がないという事実も知
りました。そういった制度自体を覆すような大きなこと
は難しいだろうけれど、自分たちができる小さなことを
積み重ねて発信していくことで、少しは何かを変えるき
っかけになかもしれないと思いました。
　午後は、自分たちが設置させてもらっていた募金箱を
回収しに行くことから始めました。学校で集計すると、
予想していた以上に募金が集まっていることに驚きまし
た。あまり募金をしている人の姿を私は見たことがなかったので、こんなにも協力してくださる人が多い結果
に、地域の方々の温かさを強く感じました。また、募金以外でも、たとえば衣服や教材の寄付の計画を立てて
声かけなどをしたら、協力してくださる人がたくさん出てきてくれるのではないかとも考えました。
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コンペティション (3)

(3) 世界環境問題と貧困の相関

　～ 発表概要紹介 ～

(4) 働きがいと幸福度の相関性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
♦要約　
　 環境問題と貧困には強い結びつきがあると

私たちは考え、分析していく。 環境問題により
引き起こされる地球温暖化を例にあげると、ア
フリカでは水不足がより深刻化し、農業生産への影響が拡大している。同様に水不足が問題と
なった南アメリカでは、食糧生産量と食糧の質が低下した。ヨーロッパでは労働生産性や穀物
生産に影響した結果、経済的損失を受ける人々が増加した。地球温暖化は産業活動を脅かし、
経済的損失を受ける人を増加させ、その結果、貧困に苦しむ人を
増加させるという悪循環を生み出す。

　　

　　2 年 5 組　湯川未結　2 年 6 組　池田真尋　中未那美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
♦要約　
　近年、日本では転職を繰り返したり、働きがいを

見出せずに悩んだりする若者が多いことが問題視
されています。また、国連の持続可能な開発ソリュ
ーションネットワークが発行した｢世界幸福度報告
書（2020年版）｣では、日本は幸福度が62位と低く
なっています。そこで、私はマズローの欲求階段を
参考に働きがいと幸福度の関連性に相関関係が
ないか調査を行い、データを分類して働きがいの
メカニズムを解明し、さらに幸福度の高い北欧諸国
と比較することで、人生の豊かさとはどのようなも
のであるかを分析したいと考えます。また、日本に
おける仕事のあり方の現状を自分と同年代で将来
の働き手となる高校生に訴えたうえで、働きがいや
幸福を感じられるワークスタイル・ライフスタイルを
提案しようと考えました。それによって、私たちの将
来の生活をより幸福なものにしていくことが私の最
終目標です。

2 年 6 組　祭本真由


